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（y印条約
のように、一回一緩急
になるのである。

期化すべきであろう。
その場

あれば商締約国が政治と軍事の
それだけに、わが国とし℃
合、わが国としては、
すでに中

国で協殺する〉入りの平和友好
は、難しい立場にあるのだが、
国が死交化してい
るζいってい

条約をアジア全域に張りめぐら
やはり、わが国
の立場を中国側
る中リノ友
好同思条約の期限満了

そうとし℃いることへの対抗的
にも認識してもらうべく粘り強
時まで待って決断すべきではな

な
檎
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づけ
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九
五
O
年に
結
ぼれ

るからである。
第二には「務
私見では、「覇権」条項は、条
た三十年期限のこの軍事悶盟条

約については、もしも中ソ双方

が死文化した条約を本当に廃棄

するつもりなら、どちらかが期

間満了の一年前に通告しなけれ

ば
な
ら
な
い
か
ら、
同
条
約
の
期
限

満
了
時
と
いっ
て
も、
一
九
七
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四
月
ま
で
あ
と
四
年記・
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り
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っているのである。

あと四年半のうちには、中国

は、モ・周以後の時代への輪郭

を山明らかにするであろう。
中国

や中y対立の符米についての巨

大な不可測位も、
その頃には排

除することができるであろう。

条約は国家百年の計に立つべき

ものであるだけに、ごこで四年

半という歳月は決して長いもの

ではないのである。
（
東
京
外
大
助
教
授）

直言　「覇権問題」への提言　産経新聞夕-1975.08.29
刊


